










吉田区長 

さきほど申しました大正病院と済生会泉尾病院との特徴に違いがありますかということに

ついては、どちらかというと済生会泉尾病院は急性期で、大正病院はどちらかというと急

性期以外の患者さんの対応をしている点で違いがあるということですね。 

福本院長

最近の病院の機能別区分によりますと、済生会泉尾病院は急性期で、大正病院は地域急性

期ということになります。済生会泉尾病院は救急病院として一般の救急患者さんを受け入

れていますが、大正病院は救急病院ではありません。しかしながら、かかりつけの患者さ

んや診療所の先生方からのご紹介の患者さんは、夜間、休日などの時間外でも何時でも診

療、入院を受ける体制をとっています。 

 

吉田区長  

若干の特徴というか、機能の違いがある中で、最初にお世話になる入院の期間としては、

おそらく印象通り短くなっていると思います。そうするとそれで大丈夫なのかという疑問

が患者さんのほうにも、我々周りのほうにも出てきます。答えが重複するかもしれません

が、決してそうではなくて、その次がきっちり整備されていますということを先ほどおっ

しゃっていただいたのですが、受け入れられる開業医の先生としてはいかがでしょうか。 

 

樫原会長  

病院の件で補足させていただきます。高齢者の誤嚥性肺炎が一番の問題になってきました。

済生会泉尾病院と大正病院と医師会の在宅をしている先生方で、年に２回から３回、退院

困難事例の検討会をさせてもらっています。そこでいつも上がってくるのが、治りきらな

い高齢者の肺炎です。病院でよくなったり、悪くなったりしながら、だんだん衰弱してい

くので、なかなか在宅に帰せないのです。なぜ帰せないかというと、病院にいてもらった

ほうが家族は楽なんですね。在宅に帰って家で世話をする費用より病院にいてもらうほう

が安いこともあります。医療制度の問題もあるのですが、積極的に家で介護しようという

方が多いのですが、少数の家族の人は「家ではみられない

よ」と言います。施設に行くのもお金がかかる、だから入

院させておいて欲しいというのが大きな問題です。そうい

う方たちが積み重なっていくと、本当に入院加療が必要な

人が入院できないことが予想され、危惧しています。 
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